
 

 

 

障害のある方たちの中には感覚の問題で様々な生きづらさを抱えている人がいます。聴覚が過敏

なため耳を塞がずにはいられない人、触覚が過敏なため特定の物を着られない人や誰かに触れられ

るのを極端に嫌う人、逆に痛みに低反応でけがをしても気づかない人、その他視覚、嗅覚など様々な

感覚の問題に苦しんでいます。聴覚が過敏な人は自分の声で嫌な音をかき消すこともあるそうです。

私たちから見ると奇声をあげているようにしか見えない場合でも、本人にしてみれば自分を守るた

めの行動なのかもしれません。本人がどのような過敏や低反応を持っているのか周囲が理解してい

ないと本人の苦しさはさらに大きくなり、その結果二次障害を引き起こす原因ともなりかねません。 

そこで、長崎大学の岩永竜一郎教授にご講演いただき、この感覚過敏と低反応について正しく理

解するための研修会を開催します。ただしコロナ感染防止のため岩永教授のお話は今回のためにご

準備いただいた DVD での視聴となります。また、最後に育成会の障害啓発キャラバン隊「長崎よか

よか隊」のプログラムより感覚過敏の疑似体験もしていただく予定です。 

 

 

 

お申し込みは１１/１６（月）までに、「長崎市手をつなぐ育成会」のタイムケア・啓発事務局へ電話

またはメールでお申し込みください。密を避けるため、定員は４０名とさせていただきます。 

なお、開催時期のコロナ感染状況によっては期日を延期させていただくこともありますので予め

ご了承ください。 

 

「ながさき知的障害児者生活サポート協会」 

TEL：０９５－８４５－５６６８ 

「長崎市手をつなぐ育成会」タイムケア・啓発事務局 

TEL：０９５-８４５-５６７７  / FAX：０９５-８４１-９７７８ 

メール：timecare@nagasakishi-ikuseikai.jp 

ながさき知的障害児者生活サポート協会主催 

『障害のある人の感覚過敏と低反応』 

講師：岩永竜一郎教授（長崎大学生命医科学域） 

と き：１１月２６日（木）１０：００～１２：００ 

ところ：ハートセンター２F 研修室 

参加費：無料、ただし会員以外の方は資料代５００円 

「長崎市手をつなぐ育成会」は主に知的障害のある子を持つ親の会です。様々な障害福祉サービス

事業の運営に加え、知的障害や発達障害の理解啓発活動、会員向けの行事、定例会、研修会、本人

向けの余暇活動などを実施しております。ホームページもありますのでご覧ください。 


